
 令和７年度 北海道公立学校教頭会  第６ブロック研修会報告書 

期  日 令和７年10月28日(火) 14：00～ 

会  場 ホテルライフォート札幌(中央区南10条西1丁目) 

日  程 
14：00 

 
 
 
 
 
 
14:10 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15：00 
 
 
 
 
 
 
 
16：40 
 
16：50 

 
⑴ 開会の言葉  札幌市小学校教頭会    事務局次長 押切 智哉 
 
⑵ 国歌斉唱 
 
⑶ 挨   拶  北海道公立学校教頭会   会 長   照井 志暢 
 
 
⑷ 活動内容の交流 
① 北海道公立学校教頭会活動方針並びに活動内容について 
・会務報告    事務局長  三浦 祐大 
・要請活動報告  事務局次長 伊藤 大輔 
・会計中間報告    会計    市川 暁子 
・研修部報告      研修部長  道佛 智志 
・組織部報告   組織部長  中島 大輔 
・調査部報告    調査部長  中村 珠世 
・広報部報告   広報部長  池田 恵美 
 

② 札幌市小学校教頭会活動方針並びに活動内容について 
         事務局長  矢澤 研 

③ 札幌市中学校教頭会活動方針並びに活動内容について 
           事務局長  保格 諭 
④ 質疑 
 
⑤ 連絡 

 
⑸  講演 
① 講師紹介  札幌市中学校教頭会    会長  一関 浩 

  
② 講演       演題 「北海道のために～選手として 経営者として～」 

講師 元バスケットボール選手 
             レバンガ北海道代表取締役社長 

折茂 武彦 様 
  
③  謝辞    札幌市小学校教頭会    会長 野﨑 猛 

 
⑹ 閉会の言葉  札幌市小学校教頭会 事務局次長  押切 智哉 

参加人数 ○ 講師              １名 
○ 北海道公立学校教頭会   21名 
○ 札幌市小学校教頭会    53名 
○ 札幌市中学校教頭会    24名 

計 99名 

その他 ○ 小・中各教頭会からの報告により、それぞれの活動状況について交流できた。 
○ 講演では、「北海道のために～選手として 経営者として～」と題して、ご自身のバスケ
ットボール人生における挫折や敗北、失敗経験を交えながら、「挫折・失敗・敗北」から人
は多くを学ぶことができ、それらが自身を成長させてくれることをお示しいただいた。ま
た、自身の可能性を広げるために大切なこととして「行動・継続・挑戦」の三つを示し、そ
のために、物事を「ネガティブ」に捉えることなく、「ポジティブ」に考えることが欠かせ
ないと、具体例を示しながらご教授いただいた。さらには、「体・心・時間」のマネジメン
トがどんな職業でも重要だと、経営者としての経験を踏まえながら、教頭職を務める上で
の大切な視点をご紹介いただいた。北海道のチームに選手として加入した際、「来てくれ
てありがとう」と多くの温かい言葉をかけられたことがきっかけとなり、「道民に笑顔を
届けたい」という強い決意をもってレバンガ北海道の経営者として奮闘されてきた折茂氏
の力強い言葉は、札幌市で教頭業務に取り組む私たちの心を強く揺さぶるものだった。 

 


